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平成 26 年度教員地域貢献活動支援事業 

横浜市大の教員が市や企業との連携等により、 

過去最多18件の地域課題解決に取組みます！ 
 

横浜市立大学では、「国際都市横浜における知識基盤社会の都市社会インフラ」として、大学の基本方針の

ひとつに｢地域貢献｣を掲げ、地域課題の解決に取り組む教員を支援する「教員地域貢献活動支援事業」を平成

23 年度から実施しています。 

４年目となる今年度は、文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」※の採択をきっかけに

した積極的な営業活動の展開等により大幅に申請件数が増加しました。審査の結果、過去最多を大きく上回る

18 件の研究事業を実施します。いずれの事業においても、教職員の専門性や大学が持てる知のリソース、学生

たちが持てる力を活かした活動を積極的に展開していきます。各活動の進捗については、ホームページ等で今

後もお知らせしていきますのでご期待ください。 

 

※文部科学省「地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業）」  

自治体等と連携し、全学的に地域を志向した教育・研究・社会貢献を進める大学を支援することで、地域再生・活性化

の拠点となる大学の形成を目指す文部科学省の事業で、横浜市立大学は平成 25 年度 319 件の申請の中から 52 件のひとつ

として採択されました。 

 

【協働型】 

市・企業・NPO 等からの提案を受け、本学の教員が協働して行います。 

 提案者・担当学系 事業名 

1 日産自動車株式会社×経営科学系 小型モビリティカーシェア事業モデル策定 

2 
株式会社 横浜インポートマート×経営

科学系 

横浜ワールドポーターズ・新港地区活性化に向けた

学生視点の導入 

3 株式会社テレビ神奈川×国際都市学系 横浜市立大学×tvk「みんなでつくるテレビ番組」

4 
横浜市教育委員会事務局生涯学習文化財

課×国際都市学系 
横浜市文化財施設の活性化 

5 
株式会社 電通・株式会社 オムロンヘル

スケア×医学系 

すこやかな産業保健コミュニティの実現を支援す

る独創的なコミュニケーション施策の開発 

6 
NPO 法人横浜コミュニティデザイン・ラボ

×国際都市学系 

地域課題解決指標開発とロジックモデル学生ファ

シリテーター育成による地域課題収集システムの

構築 

7 横浜市南区役所×国際都市学系 横浜橋通商店街をベースとしたまちづくり 

8 横浜市金沢区役所×経営科学系 
金沢区内中小企業への若手人材確保による中小企

業活性化 
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【インキュベーション型】 

本学の教員の提案によるもので、協働型や政策提言等への発展を期待します。 

 提案者 事業名 

1 理学系 

・温暖化等の諸問題を解決するためのコムギの迅速

育種法の開発 

・農を中心としたまちづくりとブランディング 

2 国際教養学系・国際都市学系 
困難を抱える若者のキャリア形成・雇用創出支援に

関する政策提言事業 

3 経営科学系 地域人材育成と大学の果たす役割について 

4 国際都市学系 
環境未来都市推進のための地域エネルギーマネジ

メント手法の研究 

5 理学系 
細孔性金属錯体へのガソリンベーパー吸脱着特性

の評価 

6 理学系 
若い世代の地震・防災リテラシーの向上と地域ネッ

トワークの構築 

7 理学系・国際都市学系 ブルーカーボン横浜プラットフォーム 

8 国際都市学系 

郊外住宅地の再生に関する研究 その２ 

－金沢シーサイドタウン拠点形成を機にしたケー

ススタディからの発展－ 

9 国際都市学系 環境配慮型の土地利用計画 

10 医学系・国際都市学系・経営科学系 健康都市づくりに向けた地域診断と事業評価 

 

◆参考・昨年度の取組み 

横浜橋通商店街をベースとしたまちづくり 

（横浜市南区役所） 

地域の文化・歴史と連係したアマモ場再生活動 

（金沢八景－東京湾アマモ場再生会議） 

 

 

お問い合わせ先 

研究推進課長 嶋崎 孝浩 Tel 045-787-2019 



平成 26 年度教員地域貢献活動支援事業 採択事業の紹介 

【協働型】 

小型モビリティカーシェア事業モデル策定 
横浜ワールドポーターズ・新港地区活性化に向けた

学生視点の導入 

横浜市と日産自動車が共同で実施している「チョイモビ

ヨコハマ」は市民からの要望が高く、今後も継続的に運用

していくモデルについて、市政、企業にとってのビジネス、

地域市民にとっての公益という多角的視点から検討する。 

横浜市の外郭団体（施設）である横浜ワールドポーターズ

（YWP）の活性化を図るため、学生世代を中心とした若者

向けの SNS 用のコンテンツ開発と運営ノウハウ、地域活性

化のためのイベント企画に関する斬新な発想を必要とし

ている。学生発の提案について、実証実験を通じて実施段

階に向けたデータの収集と改善のアイディアを得、横浜ワ

ールドポーターズを中核とする新港地区の街の賑わいづ

くりや活性化の一翼を担うプロジェクトへと発展させて

いく。 

横浜市立大学×ｔｖｋ「みんなでつくるテレビ番

組」 
横浜市文化財施設の活性化 

高齢化社会への対応、環境問題、少子化など社会における 

課題を改めて認識しその課題解決にテレビは何ができるの 

か、これからどうあるべきなのかを共に考える。テレビ局、

テレビ番組の基本的な知識、技術、また報道の理念、倫理 

等を学びながら、横浜市内各所でテレビ番組へのニーズ把

握やテレビメディアへの期待等の調査活動を行い、大学生

の柔軟な発想とともに地域メディアの新たな方向を見出し

ていく。 

本市博物館である「横浜都市発展記念館」及び「横浜ユー

ラシア文化館」は、立地、施設そのものは優れているにも

かかわらず、来館者が多いとは言えない状況にある。所在

する日本大通り地区全体での景観等を活かした活性化策

を検討、実施することにより、より多くの市民に文化財施

設に訪れ、横浜の歴史、文化に触れていただくとともに、

横浜に対する郷土意識の醸成を図る。 

すこやかな産業保健コミュニティの実現を支援す

る独創的なコミュニケーション施策の開発 

地域課題解決指標開発とロジックモデル学生フ

ァシリテーター育成による地域課題収集システ

ムの構築 

健康行動の常態化が最も必要である働き盛りの企業従業員

を対象とした有効なコミュニケーション施策の開発を目的

とした事業推進として、横浜市内企業での背景調査（意識

調査・コンタクトポイント調査など）、施策の立案と実行に

よる効果測定とフィードバックにいたるまでのシームレス

な研究開発を実行し、すこやかな企業コミュニティのあり

方の提唱を試みる。 

「地域課題を解決するということはどのようなことなの

か」ということを一定の「指標」としてとりまとめた上で、

ロジックモデルを使える学生ファシリテーターの養成や、

若い学生たちが横浜のまちづくりに取り組む人材にヒア

リングし、1枚の流れに活動を「見える化」し、データと

して蓄積・多様な媒体で配信することで、大学・中間支援

組織による地域団体のエンパワメントに生かす。 

横浜橋通商店街をベースとしたまちづくり 
金沢区内中小企業への若手人材確保による中小

企業活性化（課題整理・事業提案） 

福祉・環境・防犯・青少年健全育成等、地域が抱える様々

な地域課題および商店街を構成する店舗の廃業や撤退が相

次いでいる商店街の課題解決に向けて、商店街が地域コミ

ュニティの核となった地域の核となったまちづくりを検討

する。 

金沢区沿岸部の工業団地を中心とした中小企業では、「人材

の確保」が課題となっているが、知識や資金の不足により、

学生へ向けた広報が十分に実施できていない。また、学生

にとっては、中小企業についての情報がないのが現状であ

る。その課題を解決するための方策を検討するにあたり、

中小企業の現状及び学生の意識を把握する。 

 
 



【インキュベーション型】 

・温暖化等の諸問題を解決するためのコムギの迅速

育種法の開発 

・農を中心としたまちづくりとブランディング 

困難を抱える若者のキャリア形成・雇用創出支援に

関する政策提言事業 

・高性能人工気象器を利用した植物育成時間短縮のノウハ

ウを生かして、木原生物学研究所が所有している多様なコ

ムギから新品種を極めて迅速に開発する方法論を検討す

る。 

・木原生物学研究所の研究を核に、その価値を高めるため

のマーケティング、若者への興味づけ、農を身近にするラ

イフスタイルの情報提供、遊休農地の活用や地域での農空

間の創出、そして地域活性へと結びつけていくことで課題

を解決する。 

若者の就職難が深刻化し、ニートやひきこもりが社会問題

となっている。経済的な貧困などを理由に、就学困難な子

どもの比率も上昇している。これまで、本学を会場に、様々

な子ども・若者支援の NPO 関係者、教育・福祉関係者、行

政職員たちが経験を報告し交流するゆるやかな研究会を、

２年間にわたって 10 回近く開催してきた。本事業では、

研究会で得られた知見・ネットワークを活用し、深め発展

させるとともに、具体的な政策提言を行う。 

地域人材育成と大学の果たす役割について 
環境未来都市推進のための地域エネルギーマネジ

メント手法の研究 

「大学の貢献」という観点からアンケート調査を行い、改

めて課題の洗い出しから行う。そして、大学ができる（で

きうる）貢献を短期と中長期に分けて検証していくことに

する。とりわけ中長期については、今後、大学が強化すべ

きリソースを明らかにするという観点でも検証を行う。 

熱、電力などのエネルギーについて、地区のレベルでこれ

を実施するCEMS の取り組み事例は限定的にとどまってい

る。課題解決の方法として、企業および団体に対して、そ

れぞれのエネルギー消費の状況のデータ提供を呼びかけ、

参加企業・団体間でエネルギー融通した場合のメリット等

についてのフィージビリティスタディを行う。 
細孔性金属錯体へのガソリンベーパー吸脱着特性

の評価 

若い世代の地震・防災リテラシーの向上と地域ネ

ットワークの構築 

限定された蒸気濃度範囲で吸脱着特性を発揮しうる細孔性

金属錯体を用いて、ガソリンベーパー中に含まれる成分ガ

スに対する吸脱着特性のデータを蓄積し、ガソリンベーパ

ー回収に適する吸着材特性に対する知見獲得を目指す。 

小中学校においてビジュアル的に地震・防災を学べるコン

ピューターベースの教材を開発し、教員向けの定期的なワ

ークショップを開催することで地域における地震防災の

認識を共有し対策を共に考えるネットワークをつくる。ま

た、教材に付属する MEMS センサを用いて地域の地震計ネ

ットワークを構築し、市民参加型の地震防災研究の体制作

りを推進する。 

ブルーカーボン横浜プラットフォーム 

郊外住宅地の再生に関する研究 その 2 

―金沢シーサイドタウン拠点形成を機にしたケ

ーススタディからの発展― 
二酸化炭素に代表される環境負荷物を低減させるため、海

の優れた固定力を利用する「ブルーカーボン」事業は、国

連環境計画が提唱し横浜市が進める海のスマート活用の一

つに期待される。オール横浜体制での学術的な深化、産業

による支援、教育と市民の議論による一層の啓蒙を推進す

ることは、将来の環境未来都市にとり脱温暖化やエネルギ

ー対策につながる。 

昨年度実施した研究の継続として、課題に対応した①郊外

団地における多世代近居メカニズム解明に向けた基礎調

査、②並木サテライト拠点運営および新しいモビリティ検

討研究の２つのテーマを主軸に実施する。研究会を通じて

郊外団地の物理的基礎情報から若い世代が流入している郊

外団地の類型をはかり、生活圏を拡げる新しい生活モビリ

ティモデルを検討するためのニーズ調査を行う。 

環境配慮型の土地利用計画 健康都市づくりに向けた地域診断と事業評価 

「低炭素社会の実現と水問題の解決」のため、昨年度に引

き続き「環境配慮型都市計画」の可能性を追求する。内容

は①都市環境概念の整理、②部門別の環境概念調査、③他

都市の都市環境施策調査、④市街地環境シミュレーション、

⑤熱環境と都市計画の関連分析を中心に具体的な「環境」

の技術的要件を考慮した検討を行うため、横浜市環境科学

研究所との共同研究とする。 

「健康横浜２１」推進事業の展開にあたり、平成 25 年度に

作成したデータベース情報を更新し、健康福祉局、金沢区

福祉保健センター関係部署と協力して具体的な健康づくり

事業評価のための検証をモデル的に展開していく。 

 


